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平成24年 第2回定例会  6月20日

議決された意見書

　
３
月
の
第
一
回
定
例
会
で
決
ま
っ
て
い
た
予
算

に
、
今
回
の
定
例
会
で
約
六
千
万
円
の
補
正
が
加

え
ら
れ
ま
し
た
。

●
小
学
校
の
落
雪
に
よ
る
事
故

　

三
月
一
日
、
校
舎
前
に
駐
車

し
て
い
た
二
台
の
自
動
車
が
屋

根
か
ら
の
落
雪
で
一
部
を
壊
し

ま
し
た
。
そ
の
損
害
賠
償
に
修

理
費
の
二
十
％
で
あ
る
二
十
八

万
円
を
町
が
負
担
し
ま
す
。

●
暴
力
団
の
排
除
を
強
化

　

暴
力
団
の
不
当
な
要
求
を
町

の
仕
事
を
請
け
た
業
者
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
下
請
け
業
者
も

受
け
た
と
き
、
道
警
に
連
絡
す

る
義
務
な
ど
を
加
え
ま
し
た
。

●
値
上
げ
す
る
国
保
に
助
成

　

国
保
税
が
ま
た
上
が
り
ま
す

が
、
今
年
は
上
が
る
分
の
、
二

分
の
一
を
町
が
負
担
し
ま
す
。

　

国
保
は
高
齢
化
な
ど
で
平
成

十
九
年
か
ら
町
民
の
負
担
額
が

急
激
に
伸
び
て
お
り
、
そ
こ
に

投
入
し
て
き
た
町
の
基
金
も
減

っ
て
き
た
た
め
の
対
策
で
す
。

●
震
災
住
宅
二
重
ロ
ー
ン
対
策

　

東
日
本
大
震
災
で
失
わ
れ
た

家
と
、
再
び
建
て
た
家
の
ロ
ー

ン
控
除
を
重
複
適
用
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
現
在
、
沼
田

町
に
は
対
象
者
は
い
ま
せ
ん
。

●
外
国
人
も
印
鑑
登
録
が
可
能

　

沼
田
町
に
住
所
が
あ
る
な
ど

の
条
件
で
、
外
国
人
も
印
鑑
の

登
録
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

●
前
年
度
、一・九
億
円
剰
余
金

　

剰
余
金
は
、
今
年
度
に
完
成

す
る
小
学
校
の
旧
校
舎
の
解
体

経
費
の
一
・
三
億
円
な
ど
に
、

活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

●
町
三
役
の
七
月
分
給
与
減
額

　

プ
ー
ル
「
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
」
の
屋
根
が
雪
で
破
損
し

た
管
理
監
督
の
責
任
者
と
し
て

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
七

月
分
の
給
与
を
一
律
十
％
減
。

〈
絵
内
議
員
の
質
疑
〉

　

三
役
は
町
に
貢
献

し
て
い
る
の
で
私
は

給
与
の
減
額
に
反
対
で
す
。
む

し
ろ
重
要
な
の
は
、
三
役
が
な

ぜ
、
担
当
部
署
に
未
然
に
防
止

す
る
策
を
と
れ
な
か
っ
た
か
で

す
。

〈
討
論
の
結
果
、
原
案
を
採
決
〉　

　

三
役
の
減
額
給
与
の
合
計
は

十
八
万
三
千
六
百
円
で
す
。

３月　定例会の決定　４８億円
■主な補正
　　旧・北竜地区館の解体 １６０万円
　　国民健康保険の助成 ３千６４０万円
　　アイトナイ川・しぐれ沢の工事 ６２０万円
　　雪害でのプールの屋根の修繕工事 ３７２万円
　　　　　＋）その他 １千２３８万円
　　　補正後の総額 ４８億６千０３０万円

中の鉄骨のゆがみを見え
やすく屋根をやぶいたプー
ルの東側。

■ 森林・林業・木材産業施策の
　積極的な展開
　森林は地球温暖化の対策に効果
的です。また、東日本大震災の被
災地の復興に必要な木材や、津波
対策も踏まえた海岸の防災林の整
備も重要です。
　それらを国が、実現するよう要
望いたしました。
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せ
て
出
来
た
余
力
を
、
ど
の
よ

う
に
し
て
儲
け
に
つ
な
げ
て
い

く
の
か
。

　

現
在
の
生
産
方
法
は
八
月
と

九
月
で
一
年
分
を
製
造
し
て
い

る
が
、
作
業
の
平
準
化
や
在
庫

管
理
等
の
観
点
か
ら
、
リ
パ
ッ

ク
（
再
封
入
）
方
式
に
よ
る
生

産
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

ト
マ
ト
洗
浄
機
は

七
月
上
旬
に
設
置
す

る
予
定
で
す
。
こ
の
設
備
の
導

入
に
よ
り
人
員
配
置
を
変
更
し

て
、
一
日
あ
た
り
四
百
リ
ッ
ト

ル
（
二
千
五
十
缶
）
の
増
産
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
従
来
は
連

続
し
て
五
ト
ン
の
処
理
が
困
難

で
し
た
が
、
連
日
五
ト
ン
の
処

町
長
へ
の
一般
質
問

問　
我
が
町
の
農
産
加
工
場

の
主
力
製
品
は
、
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
で
す
。
八
月
に
入
る

と
生
産
が
始
ま
り
ま
す
が
、
今

年
度
ト
マ
ト
洗
浄
機
の
導
入
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

従
来
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
生

産
能
力
は
、
一
日
あ
た
り
五
ト

ン
と
言
わ
れ
て
来
ま
し
た
。
今

回
の
五
百
二
十
万
円
の
設
備
投

資
に
よ
っ
て
、
生
産
能
力
は
ど

の
く
ら
い
向
上
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
生
産
能
力
を
向
上
さ

高田　勲
議員

沼
田
町
農
産
加
工
場
の

ト
マ
ト
洗
浄
機
の
導
入
の
目
的
は

効
率
化
と
、品
質
向
上

問答

▲２月18日、台湾のスー
パーマーケット

▲更新会館のゴミ・ステーション

理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

収
穫
か
ら
製
品
化
さ
れ
る
ま

で
の
時
間
短
縮
や
、
洗
浄
と
加

工
が
同
時
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、

従
来
以
上
に
鮮
度
が
確
保
さ
れ

品
質
向
上
に
つ
な
が
り
、
原
材

問　
ゴ
ミ
の
収
集
は
、
市
街

地
区
は
個
別
収
集
で
す
が
、

農
村
部
は
、
行
政
区
ご
と
に
数

カ
所
の
集
荷
方
式
で
す
。

　

こ
れ
で
は
、
市
街
地
と
の
差

を
感
じ
ま
す
。
農
村
部
も
同
様

に
、
全
て
の
ゴ
ミ
の
個
別
収
集

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、役
場
の
裏
に
あ
る「
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
セ
ン
タ
ー
」
を

無
人
化
に
す
る
計
画
が
あ
り
ま

す
が
、
資
源
ゴ
ミ
の
管
理
を
徹

底
す
る
た
め
に
も
、
管
理
を
す

る
人
が
必
要
で
す
。
現
状
を
維

持
で
き
な
い
か
。

　

農
村
部
の
収
集
は

一
カ
所
か
、
数
カ
所

に
集
約
し
て
頂
き
た
い
。

　

た
だ
、農
村
部
で
あ
っ
て
も
、

渡辺敏昭
議員

料
の
腐
敗
も
減
少
し
ま
す
。

　

現
在
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
充
填
の

み
で
す
が
、
今
後
ト
マ
ト
の
作

付
け
が
拡
大
す
れ
ば
、
処
理
能

力
と
の
兼
ね
合
い
で
リ
パ
ッ
ク

方
式
の
検
討
も
行
い
ま
す
。

農
村
部
も
ゴ
ミ
の
個
別
収
集
を

現
在
の
収
集
ル
ー
ト
で
あ
れ
ば
可
能

問答

す
で
に
高
齢
者
の
方
に
は
個
別

収
集
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

現
状
で
は
、
全
戸
の
家
庭
を

回
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

現
在
運
行
し
て
い
る
収
集
ル
ー

ト
上
に
数
カ
所
を
設
定
し
て
頂

け
れ
ば
個
別
収
集
は
可
能
で
す
。

　

ま
た
、回
収
回
数
の
見
直
し
、

管
理
を
す
る
人
員
の
配
置
等
は

町
民
の
負
担
を
伴
う
部
分
も
あ

り
ま
す
。
経
費
の
節
減
に
も
努

め
な
が
ら
、
町
民
に
不
便
を
か

け
な
い
ゴ
ミ
収
集
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

渡
辺
敏
昭
議
員
の
、そ
の
ほ
か
の
質
問

問
沼
田
町
の
、こ
の
夏
の
節
電
対
策
は

答
広
報
す
る
。役
場
は一部
、節
電
中
。

町民はゴミを減らす努力を
行政はゴミを収集する工夫を

台湾の方々にも、
沼田町の缶ジュ
ースは大人気♪



4

ど
、
状
況
に
詳
し
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
度
の
予
算
で
「
沼
田

町
住
生
活
総
合
基
本
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

　

沼
田
町
が
最
後
に
建
て
た
公

営
住
宅
は
コ
ア
タ
ウ
ン
が
平
成

十
二
年
で
す
か
ら
、
も
う
十
年

以
上
も
建
て
て
い
な
い
わ
け
で

す
。
で
す
か
ら
、
高
齢
者
や
、

問　
沼
田
町
の
公
営
住
宅
は

三
百
九
十
六
戸
あ
り
、
空

き
は
二
十
五
戸
し
か
な
く
、
入

居
率
九
十
三
・
七
％
と
い
う
非

常
に
良
い
状
況
で
す
。

　

し
か
し
沼
田
町
は
人
口
三
千

五
百
人
の
内
、
六
十
歳
以
上
が

三
分
の
一
で
あ
る
少
子
高
齢
化

の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
高

齢
者
は
一
階
の
住
宅
を
希
望
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
証
明
す
る

よ
う
に
、
現
在
の
空
き
室
の
三

分
の
一
が
二
〜
三
階
で
す
。

　

で
す
か
ら
今
後
、
公
営
住
宅

を
建
設
す
る
と
き
は
三
階
以
上

は
必
要
無
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
風
呂
の
無
い
公
営
住

宅
も
ま
だ
ま
だ
多
い
よ
う
で
す
。

今
後
は
高
齢
者
の
た
め
に
一
階

で
、
か
つ
設
備
の
整
っ
た
公
営

住
宅
を
増
設
す
る
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

絵
内
議
員
は
住
宅

選
考
委
員
で
あ
る
な

高
齢
者
の
た
め
に
平ひ
ら

家や

の

公
営
住
宅
を
造
る
べ
き
で
は
な
い
か

「
生
活
総
合
基
本
計
画
」に
織
り
込
む

問答

絵内勝己
議員

『
政
策
推
進
室
』の
意
義
と
効
果
は

各
課
を
横
断
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
で
実
行

問答

▲６月15日、全議員で公営住宅を視察

▲７月５日、政策推進室長等と議会で、
　佐呂間と湧別の病院を視察。

平屋の公営住宅は、階段の不便
さは無いが、風呂が無く、老朽
化が進んでいるところが多い。

子
育
て
の
世
帯
が
入
れ
る
公
営

住
宅
を
適
切
に
配
置
し
、
同
時

に
今
あ
る
公
営
住
宅
か
ら
住
み

替
え
な
ど
が
起
き
れ
ば
問
題
は

解
決
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
風
呂
な
し
の
公
営
住
宅

に
は
去
年
か
ら
順
次
、
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

総
合
的
に
、計
画
を
し
ま
す
。

問　
い
よ
い
よ
金
平
町
長
の

独
自
の
予
算
年
度
が
ス
タ

ー
ト
し
、
そ
の
象
徴
と
し
て
政

策
推
進
室
が
新
設
し
ま
し
た
。

そ
の
意
義
と
効
果
を
説
明
願
い

た
い
。

　

ま
た
、
二
つ
違
和
感
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
、
室
が
政
策
を

選
択
に
至
る
過
程
に
密
室
性
が

高
い
。
室
が
新
設
さ
れ
て
か
ら

の
三
カ
月
間
、
町
民
や
議
会
と

項
目
の
選
択
の
議
論
を
し
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
す
で
に
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
発
注
し
て
い
る

項
目
も
あ
り
ま
す
。
で
は
役
場

と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
だ
け
で
推

進
す
る
の
が
沼
田
町
の
政
策
な

の
か
、
と
疑
問
を
持
ち
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
取
り
組
む
項

目
が
八
十
あ
る
そ
う
で
す
が
、

久保元宏
議員

む
し
ろ
大
き
く
一
つ
か
、
二
つ

に
し
ぼ
っ
て
、
一
気
に
果
敢
に

進
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
町
長
は
給
食
セ
ン
タ

ー
の
新
築
を
含
む
計
画
は
、「
深

川
市
の
出
方
を
待
っ
て
み
よ
う
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う

な
れ
ば
給
食
セ
ン
タ
ー
の
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
を
深
川
市
に
あ
ず
け
、

沼
田
町
の
食
育
や
地
産
地
消
の

理
念
も
深
川
市
に
あ
ず
け
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
よ
う
な
大
き
い
思
い
切
っ
た

政
策
推
進
が
で
き
る
の
は
、
三

千
五
百
人
の
中
で
は
金
平
町
長
、

た
だ
一
人
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

設
置
の
目
的
は
、

昨
年
度
に
策
定
し
た

「
沼
田
町
第
五
次
総
合
計
画
」

の
実
行
の
た
め
に
、
効
果
的
な

政
策
を
企
画
立
案
す
る
た
め
で

す
。
各
課
を
横
断
し
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
実
行
し
ま
す
。

　

秘
密
裏
に
は
進
め
ま
せ
ん
が
、

ま
だ
議
会
や
町
民
に
話
す
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
、
私

は
町
民
を
守
る
立
場
で
、
町
と

し
て
言
う
べ
き
こ
と
は
き
ち
ん

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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企
業
誘
致
を
や
る
気
が
あ
る
の
か

相
応
の
優
遇
策
も
必
要
な
の
で
検
討
す
る

問答

花
嫁
対
策
と
、出
産
費
用
の
助
成
を

お
母
さ
ん
達
と
懇
談
し
た
い

問答

問　
深
川
市
で
は
今
年
度
か

ら
、
道
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
一
企
業
あ
た
り
二
億
六
千
五

百
万
円
の
助
成
を
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

沼
田
町
の
企
業
誘
致
が
遅
れ

を
と
る
の
で
は
な
い
か
と
焦
り

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

直
近
五
年
間
の
企
業
誘
致
関

連
費
用
と
成
果
を
伺
い
ま
す
。

　

近
隣
市
と
同
程
度
の
誘
致
待

遇
を
す
る
と
す
れ
ば
ど
の
く
ら

い
の
費
用
が
か
か
る
か
伺
い
ま

す
。

　

誘
致
企
業
に
と
っ
て
沼
田
町

の
優
遇
策
以
外
の
魅
力
は
何
か
、

も
は
や
、『
エ
ビ
で
鯛
を
釣
る

が
ご
と
き
手
法
』
で
は
来
て
く

れ
る
企
業
は
な
い
と
思
う
が
ど

う
か
。

　

企
業
誘
致
に
関
わ
る
ア
イ
テ

ム
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
更
新
さ
れ
た
形
跡

が
あ
り
ま
せ
ん
。
や
る
気
が
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
企
業
誘
致
の

看
板
を
お
ろ
し
て
は
ど
う
か
。

　

こ
の
五
年
間
で
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
か

け
た
費
用
は
千
二
百
万
円
ほ
ど

で
、
有
意
回
答
が
あ
り
訪
問
し

た
企
業
が
七
百
二
十
七
社
で
す
。

　

進
出
企
業
が
一
社
、
事
業
拡

大
が
一
社
、
震
災
の
影
響
で
進

出
が
遅
れ
て
い
る
の
が
一
社
と

い
う
状
況
で
す
。

　

私
ど
も
の
誘
致
助
成
は
、
工

場
設
置
に
五
千
万
円
で
す
が
、

個
別
で
の
対
応
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
を
受
け
て
、
そ
れ
相

応
の
優
遇
策
も
必
要
か
な
と
思

い
ま
す
の
で
、
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
更
新
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は

陳
謝
し
ま
す
。

伺
い
た
い
。

　

更
に
は
、不
妊
治
療
の
助
成
、

各
種
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
、
水
道

料
の
支
援
を
し
て
い
る
町
村
も

あ
る
が
、
出
来
れ
ば
ゴ
ミ
袋
の

助
成
な
ど
は
考
え
て
い
な
い
か
。

町
長
の
考
え
を
聞
か
せ
て
頂
き

た
い
。

　

出
産
祝
い
金
、
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た

若
い
世
帯
の
助
成
に
つ
い
て
は

ま
だ
若
い
世
代
の
お
母
さ
ん
達

と
の
懇
談
す
る
機
会
が
取
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

今
年
、
お
母
さ
ん
達
と
懇
談

問　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
沼
田
町
の
花
嫁
対
策

に
つ
い
て
、
本
年
の
取
組
で
ど

の
様
な
計
画
が
あ
る
か
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

又
、
結
婚
し
、
出
産
し
た
際

の
出
産
祝
い
金
制
度
が
、
以
前

あ
っ
た
が
、
復
活
す
る
考
え
が

な
い
か
、一
人
目
だ
け
で
な
く
、

二
人
目
、
三
人
目
は
そ
れ
な
り

の
助
成
を
す
る
考
え
は
な
い
か

上野敏夫
議員

かんばんが泣いている

し
た
中
で
、
ゴ
ミ
袋
助
成
の
件

も
含
め
て
、
実
際
ど
う
い
っ
た

こ
と
で
困
っ
て
い
る
か
、
何
が

子
育
て
に
応
援
で
き
る
の
か
を

含
め
て
検
討
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

又
、
他
町
の
政
策
の
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
私
ど
も
の
町
の

状
況
を
把
握
し
て
本
当
に
沼
田

町
で
必
要
な
事
は
何
か
を
考
え

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
課
長
　

農
業
後
継

者
の
配
偶
者

対
策
と
し
て
、
平
成
十
二
年
よ

り
農
業
実
習
生
受
け
入
れ
対
策

事
業
と
グ
ル
ー
プ
婚
活
支
援
な

ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

中村保夫
議員
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ごあいさつ
沼田町議会議長　杉本　邦雄

　この度、第63回北海道町村議長会定期総会の席
上で、沼田町議会広報誌「みんなの議会」第48号
が全道144町村議会広報誌の中から特選として平成
21年度に続き2度目の最優秀賞を授与されました。
　沼田町の議会広報誌は創刊号から企画・編集・原
稿・写真・取材・デザイン・レイアウト等すべてを、
広報委員長を中心に議員だけで作成しています。また、
校正なども2度3度と繰り返し、町民にとって解り
易い文書で表現力のある見出しや似顔絵・写真など、
「読者本位の編集」の姿勢が貫かれています。
　沼田町議会では「地方分権の時代」における議会
のあり方として、議会改革にも取り組んでいます。
分権時代において町政の自己責任等が求められてい
る時代ですので、議会と町民との「懇話会」等を通
じて更なる意見交換をし、町民皆さんと信頼関係を
強めるため一層努力してまいります。
　今回の受賞は議会活動で忙しい中、広報委員長を
中心に4人の委員の皆さんの優れた力量とセンスの良さ、
そして努力の賜物であり敬意と感謝を申し上げます。

『みんなの議会』が
ふたたび全道特選になりました

北海道町村議会時報 553号より転載
講評は広報プランナー和田雅之氏町民の皆さ

んにこそ、見ていただき
たい

（最優秀賞）

どの似顔絵が誰か、判りますか？
（ヒント：2回でてくる人もいます）

みんなの議会、　創刊以来の似顔絵
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「特選」受賞おめでとうございます
初代広報特別委員長　橋場　　 守

　全道町村議会コンクールでの「特選」受賞おめでとうございます。日頃の研鑚に心から敬意を表
します。前期までも私を除くと若かったのですが今期は更に委員が若返りました。そのセンスが構
成に生かされているのだと思います。
　広報の仕事は「裏方」です。一般質問について言えば「申し合わせ」の字数の中に質疑全体から
核心を正確に引き出して文章にします。したがって、発言以上のものは書けません。
　また、議会活動の形態はどの自治体もあまり変わらないと思います。問題は政治的質の高さが問
われていると思います。
　町民の隅々の暮らしと国政とのかかわりも含めて活動されることを願っております。それらを住
民奉仕の立場で政治性の高い、そして読んでもらえる「広報」にと一層の発展を願っています。

町民の皆さ
んにこそ、見ていただき

たい

お
知
ら
せ
版
も
好
評
で
す

　

三
月
定
例
会
か
ら
一
般
質
問
項
目

を
チ
ラ
シ
の
形
で
告
知
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
か
い
あ
っ
て
、
三
月
に
は
二

十
二
人
、
六
月
に
は
九
人
の
傍
聴
者

に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
二
〜
三
人
で
す

か
ら
、
効
果
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
傍
聴
に
来
て
く

だ
さ
い
。

みんなの議会、　創刊以来の似顔絵
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委  員  長　橋　場　　　守
副委員長　上　野　敏　夫
委　　員　杉　本　邦　雄
委　　員　津　川　　　均
委　　員　中　村　保　夫

委  員  長　橋　場　　　守
副委員長　杉　本　邦　雄
委　　員　吉　田　俊　一
委　　員　室　田　俊　朗
委　　員　絵　内　勝　己

第2次広報特別委員会

第1次広報特別委員会

H15年5月～H19年4月

H12年10月～H15年4月

全道入選になった
第16号

「みんなの議会」
創刊

支えられて
　　愛されて
　　　おかげ　さまで
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委  員  長　橋　場　　　守
副委員長　中　村　保　夫
委　　員　渡　辺　敏　昭
委　　員　高　田　　　勲

委  員  長　中　村　保　夫
副委員長　長　原　　　誠
委　　員　鵜　野　範　之
委　　員　久　保　元　宏

第3次広報特別委員会

第4次広報特別委員会

H19年5月～H23年4月

H23年5月～
ふたたび全道特選に
なった第48号

全道特選になった
第36号

支えられて
　　愛されて
　　　おかげ　さまで
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小
学
校
改
築
現
場
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

十
二
月
の
完
成
に
向
け
順
調

に
作
業
工
程
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

斬
新
な
外
観
が
、
ほ
ぼ
出
来

上
が
り
、
内
装
の
間
仕
切
り
の

作
業
に
入
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

議
会
で
は
今
回
で
三
度
目
の

視
察
で
す
が
着
々
と
出
来
上
が

る
状
況
に
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

三
学
期
か
ら
の
使
用
を
楽
し

み
に
し
て
下
さ
い
。

日
本
・
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
」

と
題
し
て
、
ロ
シ
ア
、
中
国
の

影
響
力
（
尖
閣
、
北
方
領
土
問

題
）
と
北
極
海
航
路
（
海
路
の

縮
小
に
よ
る
経
費
の
メ
リ
ッ
ト
）

の
重
要
性
に
つ
い
て
の
講
演
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
議
員
研
修
が
あ
り
、
全

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
段
は
明
治
大
学
教
授
の
牛

山
久
仁
彦
氏
が
「
議
会
改
革
の

展
望
と
課
題
」
と
題
し
、
自
治

体
議
会
の
現
状
と
、
自
治
体
立

法
を
主
体
と
し
て
、
政
策
の
あ

り
方
や
政
策
法
務
へ
の
理
解
を

深
め
て
、
政
策
立
案
が
必
要
で

あ
る
と
の
事
で
し
た
。

　

後
段
は
テ
レ
ビ
で
よ
く
見
か

け
る
外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

手
島
龍
一
氏
が
「
世
界
の
中
の

道
町
村
議
員
研
修

七
月
三
日

空
知
議
員
研
修

七
月
二
十
日

議
員
セ
ミ
ナ
ー

七
月
九
日

沼田町の議員席

　

南
幌
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
議
員
研
修
会
が
あ
り
ま

し
た
。

　

北
海
道
大
学
大
学
院
助
教
の

東
山
寛
氏
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
と

地
方
の
暮
ら
し
」
と
題
し
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
物
、
人
、
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
関
税
障
壁
を
す
べ

て
撤
廃
す
る
協
定
で
、
地
域
経

済
、
特
に
北
海
道
農
業
へ
の
ダ

メ
ー
ジ
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

米
国
の
一
方
的
か
つ
エ
ゴ
な

交
渉
に
参
加
す
べ
き
で
は
な
い
、

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

沼
田
小
学
校
・
中
学
校
で「
イ

ベ
ン
ト
炊
飯
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
町
長
、
教

育
長
、
全
議
員
で
そ
の
様
子
を

見
て
、
一
緒
に
給
食
を
食
べ
て

き
ま
し
た
。

　

普
段
は
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

届
く
お
か
ず
と
、
家
庭
か
ら
持

参
す
る
ご
飯
を
食
べ
て
お
り「
温

か
く
て
お
い
し
い
」
と
好
評
で

し
た
。

　

今
年
炊
飯
器
を
６
台
購
入
。

　

今
後
、
年
２
回
程
度
取
り
組

ま
れ
ま
す
。

みんなで給食

全貌
ぼう

を現した小学校校舎
校舎内の状況

東山寛助教
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今
回
の
所
管
事
務
調
査
は

「
福
祉
環
境
」
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
時
代
を

迎
え
、
子
育
て
支
援
、
福
祉
介

護
の
取
り
組
み
を
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
保
健
福
祉
課

よ
り
、
本
町
の
状
況
説
明
を
受

け
、
先
進
地
視
察
を
数
か
所
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
幌
加
内
町
朱
鞠
内
の

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施

設
「
よ
る
べ
さ
」
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

は
「
通
い
」
を
中
心
と
し
て
、

要
介
護
者
の
様
態
や
希
望
に
応

じ
て
、随
時
、「
訪
問
」「
泊
ま
り
」

和風園での診察

産
建
福
祉

常
任
委
員
会

六
月
二
十
九
日

総
務
民
教

常
任
委
員
会

六
月
二
十
六
日

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

七
月
五
日

を
組
み
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
、
中
・
重
度
と
な
っ
て
も

在
宅
で
の
生
活
が
継
続
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

一
日
当
た
り
の
「
通
い
」
の

利
用
者
は
、
一
五
名
以
下
、「
泊

ま
り
」
の
利
用
者
は
、
五
〜
九

名
が
上
限
で
す
。

　

「
よ
る
べ
さ
」
は
幌
加
内
町

か
ら
指
定
管
理
を
受
け
て
、
管

理
運
営
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
運
営

し
て
い
る
小
さ
な
集
落
向
け
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

『よるべさ』の説明を受ける

　

今
回
の
調
査
は
「
地
域
医
療

福
祉
」
厚
生
病
院
の
建
設
、「
公

共
施
設
の
老
朽
化
」
加
工
場
、

公
営
住
宅
、
体
育
館
な
ど
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

　

今
回
視
察
は
佐
呂
間
町
の

「
佐
呂
間
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

と
湧
別
町
の
「
ゆ
う
ゆ
う
厚
生

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

ど
ち
ら
も
、
病
院
か
ら
無
床

診
療
所
に
転
換
を
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
地
域
に
よ
り
病
院
の

考
え
方
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　

更
に
、
地
域
医
療
に
た
ず
さ

わ
っ
て
く
れ
る
医
師
の
確
保
が

難
し
い
事
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

『地域防災について』

■11月27日からの本州への視察に向けて、下記のような「沼田町の防災の課題」を協議しています。
　・役場にバックアップ電源が無い。・・・災害本部となるのに、非常時に役に立つのか。
　・町民が各自の避難所がどこか分からない。・・・ＰＲ不足。避難所まで歩く行事を企画してはいかがか。
　・町内会ごとの自主防災組織が、ほとんど未結成。・・・安否の確認の情報経路が無い。
　・防災会議を年一回以上行うべき。・・・自衛隊、消防、警察、病院、行政、自主防災組織が集合すべき。
　・防災教育。・・・各種災害の事例や対策。また、児童・生徒を保護者へ引き渡しする訓練が必要。
　・災害時に必要な作業用品や生活用品を収集し分配する仕組み作り。・・・水害時の土のう袋の確保など。

スノークール・ライス・ファクトリーの自家発電装置
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あ
と
が
き

「
議
会
広
報
」

二
〇
一
二
年
八
月
九
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―
３
５
―

２
１
１
７

　日頃、Aコープ・貯金室等を御利用頂き、町民の皆様には大
変御世話になっており、心から御礼申上げます。
　沼田町の組合員は水稲面積が平均で約17ha、畑作面積を含
めると平均で約20haの作付をしており、水稲に付いては全道・
全国でもトップだと自負しております。農家の努力もあります
が、町で建てて頂いたライスファクトリーをはじめとした町行
政・各関係機関支援の賜物であり、農家を代表して感謝申し上
げます。
　さて、今冬は例年にない大雪に見舞われて、雪に慣れている
はずの私たちにとっても経験の無い積雪でした。ハウス・建物
などの損害もあり、被害に遭われた方には御見舞い申し上げま
す。
　春先の融雪の遅れから水稲の播種作業も２週間位遅れました
が、その後の好天で、今では例年通りに生育が進んでおります。
これは組合員の弛まぬ努力で、概ね５月中に田植えが終了した
成果でもあり、感謝申し上げます。このまま豊穣の秋が迎えら
れると期待しているところであります。
　しかし、組合員の努力だけではどうにもならない事がありま
す。そのひとつが外圧ですが、特にTPPは影響が大きすぎて、「沼
田町農業の崩壊」も懸念されます。町民皆様にも是非、TPP
反対の御理解・御協力と御声援を御願い申上げます。
　最後になりますが、私どもJA北いぶきとして、これからも
沼田地域から信頼され愛される事業展開をしてまいります。ど
うか沼田町民皆様と行政・各関係機関のさらなる御支援・御協
力を宜しく御願い申上げます。
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